
細胞競合について語るときに僕の語る
こと

 小さい頃テレビでヒーローアニメを
観ていて、主人公たちはなぜ初めか
ら必殺技を出さないのかといつも気
になっていました。マジンガー Z な
らまずはロケットパンチではなく最初
からブレストファイヤーを出せばいい
し、勇者ライディーンなら初めからゴッ
ドバードにチェンジすれば敵を簡単に
やっつけられるのにと思っていました。
いやいや、それは水戸黄門が最初か
ら印籠を出したり遠山の金さんが初め
から桜吹雪を見せたりしないのと同じ
じゃないか、と言われるかもしれませ
んが、そんなことはありません。黄
門さまや金さんは最初は平民になりす
まして事の真相を見極めてから正体を
バラすことに大きな意味があるわけで
すが、ヒーローの敵は登場した瞬間か
ら誰がみても悪者なので、できる限
り早く倒すことに異論を唱えるような
登場人物はまず出てきません。それ
に、ヒーローたちは最初から必殺技を
使っておけば敵の攻撃で少なからぬダ
メージを毎回受けずに済むわけです。
もちろん、一瞬で敵を倒したらテレビ

的にはちょっと具合が悪いんだろうな
ということは子供ながらにわかってい
ました。しかし、必殺技を使えばいつ
でも倒せるのに毎回最後まで使わな
いというのは理屈が通らず、どうして
も納得いきませんでした。理由を知り
たいというのではなく、苛立ちに近い
感覚です。単に可愛げのないガキだっ
たということかもしれませんが、当時
はごく純粋にそう思っていました。

　実は、自然界ではそのような必殺
技の出し惜しみのようなことは決して
起こりません。敵に襲われそうになっ
たハリネズミは初めから必殺技のハリ
を出しますし、スカンクは毎回必殺技
のおならで敵を撃退します。襲ってき
た肉食獣に対してまずは爪や足で応戦
して、どうしても歯が立たず食べられ
そうになったところで最後におならを
出して敵を撃退するようなスリリング
なスカンクを見たことがありません。
彼らは最初から惜しげもなく必殺技を
繰り出して、敵を一撃で倒します（も
し僕がスカンクでもそうします）。そ
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れゆえにハリネズミやスカンクは、独
自の必殺技をもった孤高の存在として
全ての肉食獣たちから（おそらく）一
目置かれているのです。

　前置きが長くなってしまいました
が、厳しい研究の世界で戦っていく
ためには、自分独自の必殺技をもち、
それを惜しみなく使いながら勝負して
いくことが大事だと思っています。世
界を圧巻している研究者たちを見て
みると、明らかに自分の必殺技をもっ
ていて、それをとても有効に使ってい
ることが多いです。それは別に最新
鋭でなくても、世界トップレベルの技
術でなくても構いません。自分の強
みが凝集された独自のスタイルであ
れば OK です。僕はこれまで、自分
の超楽観的な性格に何度も救われて
きた気がします。どんな悲惨な状況に
なっても、その中からポジティブなも
のを見つけ出すことは得意かもしれま
せん。ただこの必殺技は、悲惨な状
況下でのみ効果を発揮するので、日
常的には使えません。日常的に使え

る必殺技となると、僕の場合はショウ
ジョウバエを用いた遺伝学的スクリー
ニングです。スクリーニングはくじ引
きのようなものなので、一見脳無し
の戦略のように思えるかもしれません
が、そんなことはありません。どのよ
うなスクリーニング系を組むかによっ
て、取れてくる遺伝子は全く変わって
きます。つまり、目的の遺伝子を取る
ためにスクリーニング系にどのような
独自の工夫を組み込めるかが鍵にな
ります。幸運なことに、僕らがこれま
でに同定することのできた細胞競合に
関わる遺伝子のほとんどは、ショウジョ
ウバエの遺伝学的スクリーニングで見
つけてきたものです。スクリーニング
の作業は基本的にとても泥臭くて、と
てもきつくて、本当に心が折れそう
になることもありますが、そういう時
にはもう一つの必殺技（超楽観主義）
でなんとか乗り切ります。そう、これ
ら２つの必殺技はセットになっている
わけです。どちらが欠けてもダメとい
うことです。

　 さ て、2004 年 に Moreno や
Johnston のグループからスーパー
コンペティション現象が報告されたあ
たりから（de la Cova et a l . ,  Cel l ,  
2004 ;  Moreno  and  Bas le r,  Ce l l ,  
2004）、細胞競合に関わる遺伝子
の探索が複数のグループによって
ショウジョウバエで開始されました。
Moreno や Johnston の グ ル ー プ
は、主に Myc によるスーパーコンペ
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ティションの系を用いて細胞競合の勝
者や敗者で特異的に発現変動する遺
伝子を探索し、Moreno らが Ca2+
チ ャ ネ ル Flower（Rhiner et  a l . ,  
Dev Cel l ,  2010）や基底膜構成分子
SPARK（Porte la  et  a l . ,  Dev Cel l ,  
2010）、カルモジュリン様タンパク質
azot（Merino et a l . ,  Cel l ,  2015）を、
Johnstonらが自然免疫シグナル因子
（Meyer et  a l . ,  Science, 2014）を
それぞれ細胞競合の制御因子として
報告しました。Bakerらは、Minute
変異による細胞競合の系を用いて、
細胞競合のサプレッサー変異の遺
伝学的スクリーニングを開始しまし
た（Tyler et  a l . ,  Genet ics,  2007）。
そして僕らはもちろん、必殺技の
遺伝学的スクリーニングを用いて、
scr ibble 変異による細胞競合を正や
負に制御する遺伝子の探索を開始しま
した。一方、細胞競合の発見者でも

ある Morata らは、僕らの scr ibble
変異による tumor-suppressive cel l  
competi t ion の 報 告（ Igaki  et  a l . ,  
Dev Cel l ,  2009）を受けて、それま
での Minute 細胞競合の解析からが
ん制御における細胞競合の解析へと
シフトしました。当時 Vincent ラボ
でポスドクをしていた Piddini が細
胞競合研究に参入してくるのは、も
う少し後の話になります。まずはこれ
ら６つの研究グループが中心となっ
て、ショウジョウバエにおける細胞競
合の分子機構の解析が進められてい
くことになります。それぞれが少しず
つ異なる細胞競合のモデル系を用い
たことは、その後の方向性を決める
１つの要因になったかもしれません。
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